と 声をかけて 勧めて 居りました。 もう 沢山 自由 公債に 

応じた 人で も、 こうした 少年 や 少女 達の 可憐な すすめ 

に 逢う と、 

「宜しい 〔# 「宜しい」 に ルビ r さあ、 いれましょう」 

といって、 洋服の ポケットに 手 を 入れる の を 見う け ま 

した。 入れる 人 も 気持が いいのです。 

私が 街 を 通って おる ときに も、 よく 

「姉 さま、 いれて 頂戴」 

と 云って、 少女た ちが 寄って きました。 それらの 少女 

達はジ ャケッ にお 下げぐ らいの 簡単な 服装 をして 居り 

ますから 体の こなしが 如何にも 自由自在で、 軽やかで 
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